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乃
木
坂
駅
を
出
て
す
ぐ
の

外
苑
東
通
り
と
乃
木
坂
に
面

し
た
と
こ
ろ
に「
乃
木
公
園
」

が
あ
り
ま
す
。

春
に
は
園
内
の
桜
が
見
事

に
咲
き
誇
り
、夏
に
は
空
間

を
覆
う
よ
う
に
葉
を
茂
ら
せ
て
、涼
し
い
木
陰
を
つ

く
り
ま
す
。園
内
の
随
所
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
パ
イ
プ
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
配
置
さ
れ
、植
栽
や
旧
乃
木
邸
の

趣
と
調
和
し
て
、美
術
館
の
屋
外
展
示
の
よ
う
な

ア
ー
ト
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、乃
木
公
園
に
隣
接
し
て
、「
旧
乃
木
邸
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
旧
乃
木
邸
は
、日
清
・日
露
の
戦
役

に
従
事
し
、明
治
天
皇
崩
御
と
と
も
に
殉
死

し
た
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
の
邸
宅
で
す
。

現
在
の
家
屋
は
、乃
木
大
将
が
ド
イ
ツ
留

学
中
に
観
た
フ
ラ
ン
ス
軍
隊
本
部
を
参
考
に

自
ら
の
設
計
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、明
治
35

年（
１
９
０
２
）に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
期
の
将
官
の
邸
宅
は
接
客
を
目
的

に
す
る
豪
華
な
建
物
が
多
か
っ
た
の
に
比

べ
、旧
乃
木
邸
の
外
観
は
黒
塗
り
の
板
張
り

で
飾
り
気
が
な
く
、内
部
も
極
め
て
簡
素
か
つ
合
理

的
に
造
ら
れ
て
お
り
、明
治
期
の
和
洋
折
衷
建
築
と

し
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
の
一
角
に
あ
る
馬
小
屋
は
母
屋
が
改
築
さ
れ

る
以
前
の
、明
治
22
年（
１
８
８
９
）に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。煉
瓦
造
り
、日
本
瓦
葺
の
平
屋
建
て
で
母
屋

よ
り
立
派
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
新
坂
の
馬
屋
敷
」

と
称
さ
れ
て
、評
判
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。煉
瓦

は
、英
国
か
ら
取
り
寄
せ
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
で
馬

熱中症に
注意しましょう

熱中症の発症時期は梅雨明
け後の７月末～８月頃にかけて、
ピークを迎えます。この時期には
熱中症で救急搬送される人が急増し、その
約半数が高齢者です。 

熱中症は、室内でも多く起こっています。
特に、高齢者や乳幼児、病気等で体力が低
下している人は、熱中症が重症化しやすい
ため注意してください。 

熱中症予防のためには、暑さを避ける工
夫を行い、こまめに水分と塩分を補給するこ
とが重要です。

「
乃
木
公
園
」「
旧
乃
木
邸
」へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

を
大
切
に
し
た
乃
木
大
将
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

こ
の
旧
乃
木
邸
は
、年
に
３
回
一
般
公
開
さ
れ
ま
す

が
、次
回
は
９
月
12
日（
水
）・13
日（
木
）に
行
わ
れ
ま

す
。遺
品
等
の
展
示
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、旧

乃
木
邸
等
に
関
連
す
る
写
真
や
由
来
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
カ
ー
ド
が
来
場
者
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
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赤
坂・青
山
シ
ニ
ア
フ
ァッ
シ
ョニ
ス
タ 

〜
自
分
ら
し
く
素
敵
に
〜

赤
坂・青
山
地
域
の
シ
ニ
ア
の
た
め
の
情
報
誌

『
赤
坂
青
山 
く
ら
し
』を
９
月
に
創
刊
し
ま
す
！

赤
坂・青
山
シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ
と
は
？

赤
坂
・
青
山
地
域
は
、港
区
の
中
で
も
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、た
く
さ
ん
の
シ
ニ
ア
※
の
方
が
生
活

し
て
い
る
と
同
時
に
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
企
業

や
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
、赤
坂
地
区
総
合
支
所
で
は
、平
成
27
年
度
か

ら「
赤
坂
・
青
山
シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ
事
業
」

と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
、赤
坂
・
青
山
地
域
の
シ
ニ
ア
の
方
々
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
を
通
じ
て
、充

実
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

赤
阪
・
青
山
地
域
の
企
業
等
に
よ
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
講
座
や
、シ
ニ
ア
の
方
々
の
モ
デ
ル
撮
影

※
こ
の
事
業
で
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
を「
シ
ニ
ア
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
テ
ー
マ
を
広
げ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
講
座
を
開
催
し
、ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
に
シ
ニ
ア
の
た
め
の

情
報
誌
を
発
行
し
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
は
新
た
に
、よ
り
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
テ
ー
マ
に
、赤
坂
・
青
山
地
域
に
密

着
し
た
新
し
い
情
報
誌「
赤
坂
青
山 

く
ら
し
」を
９

月
に
創
刊
し
、概
ね
４
か
月
ご
と
に
発
行
し
ま
す
。

情
報
誌
は
、65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
に
各
戸
配

布
し
ま
す
。肩
肘
の
張
ら
な
い
情
報
を
厳
選
し
て
お

届
け
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
充
実
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ファッション講座の様子
モデル撮影の様子
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『赤坂青山 くらし』の内容は次ページへ
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「
乃
木
公
園
」「
旧
乃
木
邸
」

赤坂・青山で生活するシニアの方へのインタビュー
赤坂・青山のシニアのみなさんが、前向きでいきいきとした毎日が

送れるよう、この地域にお住まいの同年代のシニアの方々にスポット
をあて、普段どのようなことを考え、どのような生活や活動をされてい
るのかなどをご紹介していきます。

ふだんの暮らしや着こなしに役に立つ情報を提供
赤坂・青山には、ファッションやライフスタイルに関するたくさんの企

業やお店があります。このコーナーでは、そうした企業やお店にご協
力いただき、さまざまな切り口から、シニアのみなさんの暮らしや着こ
なしに役に立つ情報をご紹介していきます。

おでかけや健康などに関するお役立ち情報を提供
赤坂・青山のシニアのみなさんが、思わずおしゃれをして外出したく

なるようなおでかけ情報、日々を元気に暮らすための健康のヒントな
ど、さまざまなお役立ち情報を、発行時期にあわせてご紹介していき
ます。

読者の声の募集
毎号テーマを決め、読者のみなさんからご意見を募集し、紹介して

いきたいと思います。また、情報誌でとりあげてほしいテーマや内容
などのリクエストも募集し、より充実した誌面づくりの参考としていき
ます。

※写真はすべてイメージです

平成30年9月創刊（年3回発行予定）
シニアのためファッション＆ライフスタイル情報誌

『赤坂青山 くらし』の内容をご紹介します

情報誌に関する、ご意見、ご要望などをぜひお聞かせください。
よりよい誌面づくりの参考とさせていただきます。
〒107-8516  港区赤坂4-18-13　赤坂地区総合支所 協働推進課宛　TEL：03-5413-7013
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